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					このページはまだ校正されていません
一六此（こ）の
人人（ひとびと）に
何（なに）を
爲（な）すべきか、
蓋（けだし）
彼等（かれら）に
由（よ）りて
著（いちじる）しき
奇蹟（きせき）の
行（おこな）はれしことは、
凡（およ）そイ工ルサリムに
居（を）る
者（もの）に
顯（あらは）なり、
我等（われら）
之（これ）を
無（なし）と
言（い）ふ
能（あた）はず。
一七
然（しか）れども
此（こ）の
事（こと）の
尚（なほ）
廣（ひろ）く
民間（みんかん）に
傳（つた）はらざらん
爲（ため）に、
彼等（かれら）を
恐喝（おど）して、
復（また）
其名（そのな）を
以（もつ）て
何人（なんびと）にも
語（かた）らざらんことを
戒（いまし）むべし。
一八
乃（すなはち）
彼等（かれら）を
召（め）して、
更（さら）にイイススの
名（な）を
以（もつ）て
言（い）ふことなく、
教（をし）ふることなきを
命（めい）じたり。
一九
然（しか）れどもぺトル
及（およ）びイオアン
彼等（かれら）に
答（こた）へて
曰（い）へり、
神（かみ）に
聽（き）くよりも
愈（まさ）りて、
爾（なんぢ）
等（ら）に
聽（き）くは、
神（かみ）の
前（まへ）に
在（あ）りて
義（ぎ）なるか、
自（みづか）ら
判斷（はんだん）せよ。
二〇
蓋（けだし）
我等（われら）は
見（み）し
所（ところ）
聞（き）きし
所（ところ）を
語（かた）らざるを
得（え）ず。
二一
彼等（かれら）は
之（これ）を
罰（ばつ）する
所以（ゆゑん）を
得（え）ずして、
恐喝（おどし）を
加（くは）へて、
之（これ）を
釋（ゆる）せり、
民（たみ）の
故（ゆゑ）を
以（もつ）てなり、
衆（しゅう）
皆（みな）
行（おこな）はれし
事（こと）に
由（よ）りて
神（かみ）を
讃榮（さんえい）したればなり。
二二
蓋（けだし）
奇蹟（きせき）に
由（よ）りて
愈（い）ゆるを
得（え）たる
人（ひと）は
四十餘歳（しじふよさい）なり。
二三
使徒（しと）
釋（ゆる）されて、
其友（そのとも）に
來（きた）り、
凡（およ）そ
司祭諸長（しさいしょちやう）と
長老等（ちやうらうら）との
之（これ）に
言（い）ひし
事（こと）を
告（つ）げたり。
二四
彼等（かれら）
之（これ）を
聞（き）きて
心（こゝろ）を
一（いつ）にし
聲（こゑ）を
揚（あ）げて、
神（かみ）に
籲（よ）びて
曰（い）へり、
主宰（しゅさい）よ、
爾（なんぢ）は
天（てん）
地（ち）
海（うみ）
及（およ）び
其中（そのうち）の
萬物（ばんぶつ）を
造（つく）りし
神（かみ）なり、
二五
爾（なんぢ）は
聖神（せいしん）を
以（もつ）て、
我（わ）が
祖（ちゝ）、
爾（なんぢ）の
僕（ぼく）ダワィドの
口（くち）に
藉（よ）りて
曰（い）へり、
異邦（いはう）
何爲（なんす）れぞ
騒（さわ）ぎ、
諸民（しょみん）
何爲（なんす）れぞ
徒（いたづら）に
謀（はか）る、
二六
地（ち）の
諸王（しょわう）
興（おこ）り、
諸侯（しょこう）
相（あひ）
集（あつま）りて、
主（しゅ）を
攻（せ）め、
其（その）ハリストスを
攻（せ）む
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